
山形大学地域医療医師適正配置委員会規程   

（趣旨）  

第1条 山形大学医学部（以下「本学部」という。）に，本学部が地j或と連携し  

て 地域における医療への医師の適正な配置を図り，もって医療の賃の向上等地  

域医 療に資するため，山形大学地域医療医師適正配置委員会  

（以下「委員会」とい う。）を置く。   

（組織）  

第2条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。  

（1）医学部長  

（2）医学部附属病院長  

（3）山形県健康福祉部の代表1人  

（4）山形大学関連病院会の代表1人  

（5）山形大学医学部教室員会の代表1人  

（6）山形県民の代表 2人  

（7）基礎医学系の教授1人  

（8）臨床医学系の教授 4人  

（9）医学系研究科生命環境医科学専攻の教授1人  

（10）医学部長が指名する者 若干人  

2 前項第6号の委員は，医学部長及び山形県健康福祉部の代表がそれぞ」・tl人  

を 指名する。  

3 第1項第7号から買9号までの委員は，医学部長が指名する。   

（任期）  

第3条 前条買1項買6号から第9号までの委員の任期は2年とし，再任を妨げ  

な い。たたし′， 詣欠の委員の任期は，前任者の残任期間とするっ   

（審議事項）  

第4条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。  

（1）地域医療機関（大学を除く。以下同じ。）との人事交流の在り方に関する  

」   と。  

（2）地域医療機関からの医師の人事についての要望への対応に関すること。  

（3）医師の地域医療捜関への転出入に係る審査に関すること。  

（4）地域医療における医師の適正配置に関すること。  

（5）その他地域医療の質の向上に係る方策に関すること。  

2 前項第3号の審査は，転出入に係るすべての医師を対象とし，診療科からの  

転 出入医師異動理由書（別紙様式）について．医師の異動に係る審査基準（別  

紙） に基づき行う。  

3 委員会の審議事項は，教授会に報告するものとする。   

（委員長）  

第5条 委員会に委員長を置き，医学部長をもって充てる。   



2 委員長は．委員会を招集し，その議長となる。  

3 委員長に事故があるときは．委員長があらかじめ指名する者が．その職務を  

代 行する。   

（会議）  

第6条 委員会の会議は，委員の2分の1以上の出席をもって成立する。  

2 委員会の議事は．出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，  

議 長の決するところによる。   

（委員以外の出席）  

第7条 委員会が必要と認めるときは．委員以外の者の出席を得て，意見を求め  

る ことができる。   

（事務）  

第8条 委員会の事務は．総務課において処理する。   

（その他）  

第9条 この規程に定めるもののほか．委員会の運営について必要な事項は，委  

員 会において別に定めることができる。  

附 則  

1 この規程は，平成17年7月20日から施行する。  

2 この規程の施行の日以後最初に第2条買1項買6号から第9号までに掲げる  

委 員となる者の任期は，第3条本文の規定にかかわらず，平成19年3月31  

日ま でとする。  
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総務課長  諾務謀諾長話佐  広雛画鮎      亡  Ej  

転出入医師異動理由書  

年  月   日   

医 学 部 長  殿  

病院で勤務している  今回  氏を  

病院での勤務に異動させたいので，下記の理由で  

申請いたします。  

記   

理由（＊該当する理由に○印を付けること。）  

1 教育能力に著しく優れ．学生や研修医の教育に多大な貢献をすると考えら  

れ  る。   

2 研究をより容易に行うことができると考えられる。   

3 より高度な先進的集学的医療を学ぶことができ．又はそれを必要としてい  

／。）   と考えられる。   

4   1か ら 3 ま で の 理 由 で 現 荏 勤 務 し て い る 病 院  

において減員となった場合で  も，その後の病院での臨床1教育・研究が  

長期的視点から山形県内の医療に大  きく貢献すると考えられる。   

5 医師本人が身体的精神的理由のため，勤務継続が内難である。   

6 その他やむを得ない理由がある。  

〔理由  

注二医師の異動に際しては，次に掲げる条件を満たしていること。  

1 医師本人が希望又は了承していること。  

2 医局全体の賛同が得られていること。  

3 診療科長が了承していること。  

診療科名  

医師（本人）  

医局長  

診療科長  
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別紙  

医師の異動に係る審査基準  

Ⅰ 審査基準   

1 教育能力に著しく優れ，学生や研修医の教育に多大な貢献をすると考えら  

れ  るとき。  

2 研究をより容易に行うことができると考えられるとき。  

3 より高度な先進的集学的医療を学ぶことができ，又はそれを必要としてい  

る  と考えられるとき。   

4   1か ら 3 ま で の 理 由 で 現 在 勤 務 し て い る 病 院  

において減員となった場合で  も．その後の病院での臨床・教育・研究が  

長期的視点から山形県内の医療に大  きく貢献すると考えられるとき。  

5 医師本人が身体的精神的理由のため．勤務継続が困難であるとき。  

6 その他やむを得ない理由があるとき。  

Ⅱ 異動に関する条件  

医師の異動に際しては．次に掲げる条件を満たさなければならない。   

1 医師本人が希望又は了承していること。  

2 医局全体の賛同が得られていること。  

3 診療科長が了承していること。  

年   



山形大学地域医療医師適正配置委員会委員  

委   
員   長  正（第1号委員）  

委 員（病院長）  英   俊（第2号委員）  山 下  

委 員（健康福祉部）  r笥 頂  節（第3号委員）  

委 員（関連病院会）  新 澤  陽 英（第4号委員）  

委 員（教室員会）  木 け 青 史（第5号委員）  

委 員（県民代表）  相 馬 健 一一（第6号委員）  

合 田 鋭一郎（第6号委員）  

委 員（看護学系）  田 中 幸 子（第7号委員）  

委 員（臨床医学系）  久保田  功（第8号委員）  

′ 
＿  清（第8号委員）  

貞 弘 光 章（第8号委員）  

ノ会－  苅  
ノF】  ∃  博 久（第8号委員）  

彰（第9号委員）  委 員（医学系研究科）  i荒 尾  

委 員（医学部長指名）  匡 子（第川号委員）   鈴 不  
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平成20年7月24日  

置賜広域病院組合   

管理者 川西町長 原 田・俊 二。㌍支  

置賜広域病院組合  

医療監   新i軍 陽 芙 殿  

山形大学地域医療医師  
適正配置委員会委員長  
山形大学 医学部長  

嘉  山  孝  正  

山形大学地域医療医師適正配置委員会の結果について（通知）   

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。   

日頃から本院の運営につきましては，特段のご理解とご配慮を賜り厚く御礼を  

申し上げます。   

さて、平成20年6月10日付けの宿直業務に従事する医師派遣にかかる要望  

書について，本委員会を開催し慎重に審議をした結果，下記のとおりとなりまし  

たのでお知らせします。   

なお、宿直業務への医師派遣にあたっては、当該業務終了後、本院での診療業  

務等に支障がないよう、ご配慮方お願いします。  

記  

1．依頼内容  

公立置賜長井病院及び公立置賜南陽病院の宿直業務に従事できる医師  

2．審議結果  

置賜地域の中核病院である公立置賜総合病院を，本院としては可能な限   

り応援することとするが，要望のあった宿直業務に対する派遣回数（人数）   

については，各診療科に相談の上，検討することとする。  

当：山形大学医学部総務課広報企画係  
L：0 2 3 － 6 2 8 → 5 01 7  
X：0 2 3 － 6 2 8 － 5 01 9  
H：isokoho＠jrn．kj．yamagataHu．aC．jp   



置病組総 第 22 号  

平成20年6月10日  

山形大学地域医療医師適正配置委員会  

委員長 嘉 山 孝 正  先生  
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置賜広域病院組合   

管理者 川西町長  
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置賜広域病院組合  

医療監  新 澤  
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宿日直業務に従事する医師派遣についての要望書  

初夏の侯、貴職におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。   

また、日頃より当病院組合の運営につきまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼  

申し上げます。   

さて、当病院組合のサテライト医療施設の宿日直業務については、これまでもご  

協力いただいておりますが、下記のような諸事情がございますので、ご理解のうえ  

貴所属職員の派遣を賜りたく、心よりお願い申し上げます。  

記  

1派遣を希望する医師  

公立置賜長井病院及び公立置賜南陽病院の宿日直業務に従事できる医師   

2 派遣を要望する理由等  

置賜広域病院組合の宿日直業務は、救命救急センターを併設する総合病   

院と公立置賜長井病院及び公立置賜南陽病院において総合病院3名（内科   

系1、外科系1、ICU／小児。産婦人1）サテライト各1名の5名の体制で   

実施しておりますが、常勤医だけで24時間体制の救命救急センター とサ   

テライト2病院の勤務を割り振ることは負担が大きく、救命救急センター   

の充実を図るためには、サテライト病院の宿直に医師派遣のご協力いただ   

きたく要望するものです。  

ぎ．．  




